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はじめに

このガイドでは、CSPCサーバのインストールおよび設定方法について説明します。アプリケー
ションの使用については、『CSPCユーザガイド』を参照してください。

プログラムのアップデートと重要な注意事項については、CSPCリリースノートとREADMEドキ
ュメントを参照してください。

CSPC Collection Platformソフトウェアの概要

Cisco Common Service Platform Collector(CSPC)は、SNMPベースのツールで、ネットワークに
インストールされたシスコデバイスを検出して情報を収集します。CSPCソフトウェアは、お客
様のデバイスデータのさまざまな側面を収集するための広範な収集メカニズムを提供します。コ
レクタによって収集された情報は、Smart Net Total Care、パートナーサポートサービス、ビジネ
スクリティカルなサービスなど、シスコの複数のサービスによって使用されます。このデータは
、インベントリレポート、製品アラート、設定のベストプラクティス、テクニカルサービスの適
用範囲、ライフサイクル情報、およびハードウェアとオペレーティングシステム(OS)ソフトウェ
アの両方に関するその他多くの詳細なレポートと分析を提供するために使用されます。

このガイドの対象者

このガイドは、ネットワーク管理者、セキュリティ管理者、シスコネットワークエンジニア、お



よび新規ユーザを対象に作成されています。

CSPCをインストールするには、マシンの管理者権限が必要です。

インストールおよび設定

CSPCサーバイメージには、サーバソフトウェア、データベース、および必要なすべてのツール
で構成されるプリロード済みアプリケーションが付属しています。

OVAのインストール

このセクションでは、さまざまなインストール段階での詳細なインストール手順について説明し
ます

前提条件

CSPCソフトウェアの導入、インストール、設定を中断せずに行うには、次の準備を行います。

ダウンロードセンターからのxxx.ovaファイル•
CSPCの静的IPアドレス、デフォルトゲートウェイIPアドレス、およびサブネットマスクの
使用これは、DHCPが有効になっていない場合にのみ推奨されます。

•

CSPC OVAの導入

このセクションでは、VMWare vSphere Clientを使用してCSPC OVAを導入する手順について説
明します。

vSphereクライアントを使用できるWebサーバまたはローカルファイルシステムに
xxx.ovaファイルを取得します

1. 

vSphereクライアントを起動し、OVAファイルを展開する権限を持つクレデンシャルを使用
してログインします。

2. 

vSphereクライアントを使用して、CSPC仮想マシンを管理するESXiホストまたはIPアドレ
スを選択します。

3. 

vSphereクライアントを使用し、「ファイル」メニューを選択します。次に、「ファイル」
メニューに表示される「OVFテンプレートの導入…」メニュー項目を選択します。

4. 

導入するOVFファイルを選択するには、次の2つの方法があります。
Webブラウザを使用して、ローカルまたはリモートWebサーバに存在するOVFファイ
ルを選択します。このオプションを使用する場合は、ファイルxxx.ovaのURLを入力し

•
5. 

https://software.cisco.com/download/home/286312935/type


、Nextをクリックします。
ファイルエクスプローラを使用して、ローカルに存在するOVFファイルを選択します
。このオプションを使用する場合は、Browse...をクリックし、ファイルエクスプロー
ラを開いてファイルxxx.ovaを見つけ、Nextをクリックします。

•

注：以下の画面はすべて説明のみを目的としており、実際の画面ではありません。

URLを参照して選択し、Nextをクリックして続行します。 6. 



Next をクリックして続けます。 7. 



Acceptをクリックして、エンドユーザ契約に同意します。 8. 



仮想マシンを保存する適切なストレージを選択し、Nextをクリックして続行します。 9. 



必要な設定を選択し、Nextをクリックします。 10. 



Next をクリックして続けます。 11. 



ネットワークの用途をマッピングし、Nextをクリックします。 12. 



Poweron after deploymentを選択し、Finishをクリックします。 13. 



 
展開の進行状況を示す画面が表示されます。導入が完了するのを待ちます。 



CSPC OVAのインストールが正常に完了したら、IPアドレスを設定する必要があります。

新しくインストールされたCSPC OVAをクリックします。 

 
パスワードの入力を求められます。最初にパスワードを入力し、確認のためにもう一度入力
します。

注：以下の画面はすべて説明のみを目的としており、実際の画面ではありません。

パスワードを入力すると、メニューまたはコマンドシェルプロンプトからIPを設定できるよ
うになります。 
 
どの方法を使用してIPアドレスを設定する場合でも、必ず管理シェルに接続して、
collectorloginユーザとrootユーザを初期化してください。

1. 

いずれかのオプションを選択します。 2. 

IPv4アドレスの設定

1を選択してIPv4アドレスを設定します。1. 
表示されたオプションの1つを選択します。 

IPアドレスを自動的に取得するには1を選択します。 •
2. 



2を選択して、IPアドレスを手動で入力します。 •

3を選択して、メインメニューに戻ります。•

IPv6アドレスの設定



2を選択してIPv6アドレスを設定します。1. 
表示されたオプションの1つを選択します。 

IPアドレスを自動的に取得するには1を選択します。 •

2を選択して、IPアドレスを手動で入力します。 •

3を選択して、メインメニューに戻ります。•

2. 

シェルでのIPアドレスの直接設定



3を選択して、コマンドライン（シェル）を表示します。

注:IPを設定できるのは管理者ユーザだけです。IPを設定する前に、管理者ユーザとし
て切り替えてください。

1. 

コマンドConf ip -v4 eth0またはConf ip -v6 eth0を入力し、図に示すようにIPアドレス、サ
ブネットマスク、およびゲートウェイを入力します。 

2. 

IPアドレスの設定を確認します。 
# show ip

3. 

既定のアカウントを有効にする

最初にパスワードを設定またはリセットするには、次のコマンドを使用します。

Linuxユーザログイン「collectorlogin:」を有効にします。 
# pwdreset collectorlogin 90 
これにより、ユーザ名「collectorlogin」のパスワードが生成されます。

1. 

Linuxのルートログインを有効にします。 
# pwdreset root 90 
これにより、ユーザ名「 root」のパスワードが生成されます。

2. 

rootに接続するには、まずcollectorloginプロンプトに接続してから、コマンドsu rootを使用
します。 
$ suルート

注:collectorloginとルートパスワードの両方を安全でアクセス可能な場所に保存してく
ださい。 
 
rootに直接接続することはできません。ユーザrootに直接接続しようとすると、そのア
カウントがロックされます。

3. 



注：これで、SSHを使用するか、またはアドレスのブラウザを介してサーバに接続で
きます 
https://<コレクタのIPアドレス>:8001 
 
管理シェルには、追加のコマンドがあります。これらを表示するには、次の手順を実
行します。 
# ?

ESXiパッチのインストール

前提条件

アップグレードに進む前に、すべての仮想マシンの電源がオフになっていることを確認して
ください。

•

ESXi 5.xからESXi 6.xへのアップグレード後、古い5.xライセンスキーは削除され、ESXiの
VMが機能するには6.xライセンスキーを追加する必要があります。

•

ESXi 6.0のアップグレード

コレクタアプライアンスにadminとしてログインします。1. 
ESXIのアップデートを確認するには、次のコマンドを実行します。 
#checkアップデートesxi

2. 

ESXIパッチをダウンロードするには、次のコマンドを実行します。 3. 



#download jeos-100.0.6-0-lnx64

ダウンロードのステータスを確認するには、次のコマンドを実行します。 
#showダウンロード

4. 

パッチを/opt/LCM/tmpにダウンロードしたら、パッチを解凍し、
Read_me_ESXI_6.0U3_and_6.0_patch_build_9313334.docxの指示に従います

5. 

CSR1000V NAT OVAのインストール

前提条件

CSRVの導入を開始する前に、次に示すすべてのものが必要です。

ESXIログインIPおよびクレデンシャル。•
既存のNATルータ/Pfsense VMログインIPおよびクレデンシャル。•
古いNATルータVM上のNATルールおよびその他のカスタマイズされた設定のコピーで、置
き換えが必要なもの。

•

VSphereクライアントをESXIに接続します。•
CSR1000V CSPC NAT OVAは、ローカルまたはネットワーク上に導入可能OVAのデフォル
トクレデンシャル。

•

このセクションでは、VMWare vSphere Clientを使用してCSR1000V CSPC NAT OVAを導入する
手順について説明します。

vSphereクライアントを使用できるWebサーバまたはローカルファイルシステムに
xxx.ovaファイルを取得します

1. 

vSphereクライアントを起動し、OVAファイルを展開する権限を持つクレデンシャルを使用
してログインします。

2. 

vSphereクライアントを使用して、NAT仮想マシンを管理するESXiホストまたはIPアドレス
を選択します

3. 

vSphereクライアントを使用し、「ファイル」メニューを選択します。次に、「ファイル」
メニューに表示される「OVFテンプレートの導入…」メニュー項目を選択します。

4. 

ファイルエクスプローラを使用して、ローカルに存在するOVAファイルを選択します。こ
のオプションを使用する場合は、Browse...をクリックし、ファイルエクスプローラを開い
てファイルxxx.ovaを見つけ、Nextをクリックします。 

5. 



URLを参照して選択し、Nextをクリックして続行します 6. 

Nextをクリックして続行します 7. 



仮想マシンを保存する適切なストレージを選択し、Nextをクリックして続行します 8. 

Nextをクリックして続行します 9. 

ネットワークの用途をマッピングし、Nextをクリックします。 10. 



Poweron after deploymentを選択し、Finishをクリックします。 11. 

導入が完了しました。[Close] をクリックします。 12. 

OVAのインストールが正常に完了したら、CSR1000V CSPC NAT OVAを設定する必要がありま
す。



CSR1000V CSPC NAT OVAを設定するには、次の手順を実行します。

古いPfsenseのスナップショットを作成し、古いPfsense VMの電源をオフにします。 1. 

新しいCSR1000V VMを右クリックし、Open Consoleを選択します。ルータが起動し、実
行中になったら、Enterキーを押します。ルータのコンソールモードに移動します。 

2. 

ルータコンソールモードで、enと入力してEnterキーを押し、デフォルトパスワード
XXxxXXを入力します（デフォルトパスワードについてはCSPCサポートに問い合わせてく
ださい）。 

3. 



conf tと入力し、ルータのconfigure terminalモードに移動します。4. 
int gi1と入力し、wanインターフェイスコンフィギュレーションモードに移動します。
（IPアドレスとネットマスクを指定） 
   ip address <ipaddress> <ネットマスク> 

   no shutdown 

   exit

5. 

コンフィギュレーションモードでデフォルトゲートウェイとデフォルトルーティングを指定
し、設定を終了して保存します。 
   ip default-gateway <ゲートウェイIP> 

   ip route 0.0.0.0 0.0.0.0 <ゲートウェイIP> 

   exit 

   wr mem 

6. 

設定を確認するには、sh runコマンドを使用します。7. 
CSR1000VルータはIPで設定され、WEB UIからアクセスできます。URL http://<IP 
Address>、ユーザ名root、パスワードXXxxXXでWEB UIにログインします（パスワードに
ついてはCSPCサポートに問い合わせてください。CLIとUIのパスワードは同じです）。 

8. 



注：このCSRV NatルータOVAには、ESXIコンソールから、またはプライベートネッ
トワークVMからのTelnetを使用したCLIからのみアクセスできます。（CLIを使用して
ホスト上のCSPCまたはその他のVMにログインし、CSR1000V IPまたは
192.168.1.1にtelnetする必要があります）

 
CSRV1000Vルータで設定が完了すると、CLIおよびUIからCSPCおよびその他のVMにアク
セスできるようになります。

CSR1000vのアップグレード

CSR1000Vをアップグレードするには、次の手順を実行します。

bootflash:ディレクトリの下のCSR1000V VMに新しいCSR1000vシステムイメージ
(xxx.bin)を取得します。

1. 

dir bootflash:コマンドを実行して、ブートフラッシュ内にあるすべてのファイルとディレ
クトリのリストを表示します。 
例：Router# dir bootflash:

2. 



configure terminalコマンドを実行して、グローバルコンフィギュレーションモードに入り
ます。 
例： 
Router# configure terminal 

Router(config)#

3. 

no boot systemコマンドを実行して、ブート可能なイメージリストのすべてのエントリを削
除します。これは、次回のシステムリロードまたは電源の再投入時に、ルータがシステムイ
メージをロードする順序を指定します。 
例：Router(config)# no boot system

4. 

boot system bootflash:<system-image-filename>.binコマンドを実行し、次回のシステムリロ
ードまたは電源の再投入後に新しいシステムイメージをロードします。例： 
例： Router(config)# boot system 
bootflash:<system-image-filename>.binファイル名を指定します。

5. 

exitコマンドを実行して、グローバルコンフィギュレーションモードを終了します 
例： 
Router(config)# exit 

Router#

6. 

writeコマンドまたはwrite memoryコマンドを実行して、ブートフラッシュディスクで使用可
能なイメージのGRUBメニューリストを更新します。 
例：Router# write memory

7. 

show versionコマンドを実行して、コンフィギュレーションレジスタの設定を表示します。 
例： 
Router#show version 

Cisco IOS XE Software, Version 16.06.04 

... 

Cisco Internetwork Operating System Software… 

... 

... 

Configuration register is 0x2102 

Router#

8. 

コンフィギュレーションレジスタの上記の出力の最後の桁が0または1の場合、次のステッ
プ10に進みます。コンフィギュレーションレジスタの最後の数字が2 ～ Fの場合は、ステッ
プ13に進みます。

9. 

configure terminalコマンドを実行して、グローバルコンフィギュレーションモードに入り
ます。 
例： 
Router# configure terminal 

Router(config)#

10. 

config-register 0x2102コマンドを実行してコンフィギュレーションレジスタを設定すると、
次回のシステムリロードまたは電源の再投入後、ルータはスタートアップコンフィギュレー
ションファイルのboot systemコマンドからシステムイメージをロードします。 
例：Router(config)# config-register 0x2102

11. 

exitコマンドを実行して、グローバルコンフィギュレーションモードを終了します 
例： 
Router(config)# exit 

Router#

12. 



copy running-config startup-configコマンドを実行して、実行コンフィギュレーションをス
タートアップコンフィギュレーションにコピーします。 
例：Router# copy running-config startup-config

13. 

write memoryコマンドを実行して、ブートフラッシュディスクで使用可能なイメージの
GRUBメニューリストを更新します。 
例：Router# write memory

14. 

reloadコマンドを実行して、オペレーティングシステムをリロードします。 
例：Router# reload

15. 

システム設定を保存するかどうかをたずねられたら、noと入力します 
例： 
システム構成が変更されました。Save?[はい/いいえ]：いいえ

16. 

リロードを確認するプロンプトが表示されたら、yと入力します 
例： 
Proceed with reload?[confirm] y

17. 

show versionコマンドを実行して、ルータが適切なシステムイメージをロードしたことを確
認します。 
例： 
Router#show version 

Cisco IOS XE Software, Version 16.09.02 

Cisco IOSソフトウェア[Fuji],...... 

... 

System returned to ROM by reload 

システムイメージファイルは「bootflash:csr1000v-xxx」です。 

前回のリロードの理由：コマンドのリロード…

18. 

CIMCパッチのインストール

コレクタアプライアンスにadminとしてログイン1. 
CIMCの更新を確認するには、次のコマンドを実行します。 
#checkアップデートcimc

2. 

CIMCパッチをダウンロードするには、次のコマンドを実行します（M3サーバ）。 
#download jeos-101.0.3-0-lnx64

3. 

CIMCパッチをダウンロードするには、次のコマンドを実行します（M4サーバ）。 
#download jeos-101.0.4-0-lnx64

4. 

ダウンロードのステータスを確認するには、次のコマンドを実行します。 
#showダウンロード

5. 

/opt/LCM/tmpにパッチをダウンロードしたら、パッチを解凍し、
Read_me_CIMC_3.0(4i).docxの指示に従います

6. 

NOS設定者

nos_configurerのインストール手順



注：これはNOS専用です。

このセクションでは、CSPC 2.8にnos_configurer_2.8をインストールする方法、およびNOS固有
の機能を使用するようにCSPCを設定する方法について説明します。

注:NOS Configurer、RIアドオンは手動でインストールする必要があります。これらは
$CSPCHOME/installer/manualフォルダにあります。 
 
CSPC 2.8のnos設定に関する更新はありません。したがって、次と同じ手順を実行できます
。

注：これは新規のnosインストールの場合のみ表示されます。

次のタスクを実行します。

NOS機能を実行するジョブをスケジュールする 
次のジョブがスケジュールされています： 

週ごとのインベントリジョブ•
毎日のアップロードジョブ•
毎日のDAVジョブ•
毎日の正常性アップロードジョブ•

1. 

データの整合性を維持するために依存関係ルールを追加2. 

CSPC 2.8にnos_configure_2.8をインストールするには、次の手順に従います。

CSPCアプライアンスへのターミナルログイン1. 
パス$CSPCHOME/installs/manualに移動します。2. 
ファイルnos_configurer_2.8.zipを解凍します。3. 
解凍すると、nos_configurer_2.8という名前のフォルダが作成されます4. 
次のコマンドを入力します。 

cd nos_configuerr_2.8（登録ユーザ専用）a. 
sh nos_cspc_2.8_patch.sh <username> <pwd> <fullInventoryDay> 

<hourOfFullInventory> <hourOfUpload> 
例：sh nos_cspc_2.8_patch.sh <username> <pwd> 1 22 23

b. 

注：上記の3つのオプション引数を指定しなくても、インストーラをインストールでき
ます。デフォルト値の1、23、23のサポートインストーラがインストールされます。

上記の例では、次のようになります。 
1..7 =日曜日から土曜日 

5. 



1...23 =1日の時間数。
上記のコマンドをトリガーすると、ユーザの確認を求めるプロンプトが表示されます。必要
に応じて提供します。 

インストールを取り消して、追加の引数で再実行しますか？YまたはNと入力： (y/n)? 
N

a. 

インストールを取り消し、別のスケジュール日と時間で再実行しますか？YまたはNと
入力： (y/n)? N

b. 

ヘルスジョブを即座にスケジュールしますか？ Enter Y or N: (y/n)? Yc. 
インベントリ/DAV/アップロードジョブを即時にスケジュールしますか？ YまたはNを
入力してください：(y/n)? Y

d. 

インベントリが実行されていないことを確認するためにサーバを再起動します。Do 
you want to continue?YまたはNと入力： (y/n)? N

e. 

注：ジョブを今すぐスケジュールするか、後でスケジュールするかを選択できます。

6. 



翻訳について
シスコは世界中のユーザにそれぞれの言語でサポート コンテンツを提供するために、機械と人に
よる翻訳を組み合わせて、本ドキュメントを翻訳しています。ただし、最高度の機械翻訳であっ
ても、専門家による翻訳のような正確性は確保されません。シスコは、これら翻訳の正確性につ
いて法的責任を負いません。原典である英語版（リンクからアクセス可能）もあわせて参照する
ことを推奨します。


